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質
疑
・
答
弁
か
ら

町
葬
斎
場
に
お
い
て
、

通
夜
の
際
、
親
族
控
室
に
遺

体
を
移
動
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

規
則
で
は
遺
体
を
親
族

控
室
に
動
か
し
て
も
い
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
斎
場
で
お
願
い
し

A Ｑ

て
い
ま
す
。

ご
遺
体
を
近
く
に
お
い
て

一
緒
に
通
夜
を
す
る
と
い
う

心
情
的
な
も
の
は
、
理
解
で

き
ま
す
の
で
、
近
隣
の
使
用

条
件
等
を
調
査
し
、
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。

学
校
施
設
（
運
動
場
・

Ｑ

体
育
館
）
の
使
用
を
指
定
管

理
者
に
委
託
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
万
一
こ
の
条
例

が
否
決
さ
れ
た
場
合
で
も
、

用
務
員
さ
ん
を
廃
止
す
る
の

か
。

用
務
員
さ
ん
は
、
来
年

３
月
末
で
廃
止
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
用
務
員
さ
ん

が
土
・
日
曜
日
の
鍵
の
開
け

閉
め
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
条
例
が
否
決
さ

れ
た
場
合
、
こ
の
仕
事
を
誰

が
す
る
の
か
。

学
校
施
設
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
要
望
が
多
い
の
で
、
当

日
の
使
用
申
し
込
み
を
含
め

て
対
応
で
き
る
形
を
指
定
管

理
者
制
度
の
中
で
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
定
審
査
会
の
仕
事

は
。

障
害
程
度
区
分
（
区
分

１
か
ら
区
分
６
）
を
審
査
し
、

決
定
し
ま
す
。

A Ｑ A Ｑ A

認
定
審
査
会
の
負
担
金

58
万
９
千
円
の
内
容
は
。

費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
障
害

者
の
割
合
で
按
分
し
て
決
め

ま
す
。

現
在
の
障
害
者
数
は
、
鞍

手
町
48
人
、
宮
若
市
80
人
、

小
竹
町
42
人
、
合
計
１
７
０

人
で
す
。

介
護
保
険
広
域
連
合
の

加
入
市
町
村
数
は
、
合
併
に

よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
の
数
は
。

ま
た
、
当
町
の
介
護
保
険

料
は
高
い
方
か
ら
何
番
目
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

広
域
連
合
は
現
在
43
市

町
村
で
、
保
険
料
は
高
い
ラ

ン
ク
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ク
と

な
っ
て
お
り
、
当
町
は
13
番

目
で
Ｂ
ラ
ン
ク
の
上
で
す
。

広
域
連
合
は
、
71
の
自

治
体
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
合
併
に
よ
り
43
の
自
治
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
町
村
数
が
減
る
と
大

幅
な
赤
字
と
な
り
、
ま
た
、

当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
保
険

料
の
平
等
化
、
地
域
格
差
の

Ｑ A Ｑ A Ｑ

町
葬
斎
場
に
つ
い
て

学
校
教
育
施
設
の
使

用
に
つ
い
て

障
害
者
認
定
審
査
会

（
要
旨
）
障
害
者
が
社
会
の

一
員
と
し
て
普
通
に
生
活
す

る
た
め
に
は
、
本
人
の
努
力

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

ず
、
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
ど
う
し
て
も
必
要

で
す
。

新
た
な
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
に
お
け
る
制
度
の
概

要
と
と
も
に
、
手
続
き
の
実

務
が
、
円
滑
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
、
町
が
責
任
を
持
っ
て

制
度
の
周
知
徹
底
を
行
う
こ

と
を
求
め
る
。

陳
情
者

福
岡
県
視
覚
障
害
者
友
好

協
会

会
長
　
高
橋
　
良
彰

提
出
先

鞍
手
町
長

柴
田
　
好
輝

○
障
害
者
自
立
支
援
法
が

真
に
障
害
者
の
自
立
を
支

え
る
制
度
に
な
る
よ
う
そ

の
充
実
を
求
め
る
陳
情 陳

　
情

４
件
の
陳
情
を
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
採
択
と
し
、
意
見
書
を
関
係
機
関
宛
送
付
・
提
出
し

ま
し
た
。

（
要
旨
）
政
府
に
対
し
、
次

の
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め

る
。市

場
化
テ
ス
ト
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民

間
開
放
を
安
易
に
行
わ
な
い

こ
と
。

画
一
的
な
公
務
員
の
純
減

は
止
め
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
や
水
準
維
持
の
た
め
、

必
要
な
要
員
を
確
保
す
る
こ

と
。

陳
情
者

日
本
国
家
公
務
員
労
働
組

合
連
合
会

中
央
執
行
委
員
長

堀
口
　
士
郎

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣小

泉
純
一
郎

ほ
か

○「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安

易
な
民
間
開
放
は
行
わ

ず
、
充
実
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情

町葬斎場の待合室（控室）
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解
消
が
逆
に
広
が
り
、
広
域

連
合
そ
の
も
の
が
成
り
立
っ

て
い
か
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
当
町
も
離
脱
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
た
め
の
試
算

を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

介
護
保
険
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
に
勤
め
て
い
ま

す
。今

は
っ
き
り
答
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

介
護
保
険
の
あ
り
方
に
つ
い

て
鞍
手
支
部
の
会
議
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

試
算
は
す
ぐ
に
で
き
ま
す

が
、
離
脱
に
関
し
て
は
、
制

約
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

宮
若
市
・
鞍
手
町
・
小

竹
町
で
審
査
会
を
設
け
て
、

一
次
審
査
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
１
０
６
項
目

で
判
定
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
介
護
保
険
の
時
も
き

ち
っ
と
判
定
で
き
て
い
な
い

の
に
今
回
は
大
丈
夫
な
の
か
。

福
祉
が
後
退
す
る
の
で
は

な
い
か
。

Ｑ A

本
年
10
月
か
ら
国
の
指

導
要
綱
に
基
づ
い
て
開
始
さ

れ
ま
す
が
、
１
市
２
町
で

や
っ
て
い
く
事
業
で
す
か

ら
、
障
害
者
の
方
の
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
町
と

し
て
も
十
分
に
管
理
し
て
行

き
ま
す
。

障
害
程
度
区
分
等
認
定

審
査
会
の
委
員
構
成
は
。

委
員
に
は
、
精
神
関
係

の
医
師
１
人
、
身
体
関
係
の

医
師
２
人
、
知
的
障
害
関
係

の
社
会
福
祉
士
１
人
、
精
神

保
健
福
祉
士
１
人
、
障
害
者

施
設
支
援
員
１
人
、
保
健
師

１
人
の
７
人
を
予
定
し
て
い

ま
す
。休

日
保
育
の
具
体
的
な

中
身
を
聞
き
た
い
。

昨
年
実
施
し
た
意
向
調

査
の
結
果
、
要
望
が
多
か
っ

た
の
で
、
本
年
８
月
１
日
か

ら
剣
第
一
保
育
所
で
午
前
７

時
15
分
か
ら
午
後
６
時
15
分

ま
で
実
施
し
ま
す
。

保
育
士
２
人
、
臨
時
調
理

員
１
人
が
出
て
対
応
し
ま
す
。

A Ｑ A Ｑ A

道
路
橋
梁
費
の
工
事
費

が
１
８
０
０
万
円
追
加
さ
れ

て
い
る
が
中
身
は
。

主
に
道
路
の
除
草
工
事

費
と
、
唐
ヶ
崎
団
地
内
の
道

路
改
良
工
事
費
で
す
。

道
路
新
設
改
良
費
の
中

身
は
。木

月
の
大
橋
〜
藤
野
下

線
の
歩
道
設
置
工
事
と
泉
水

入
口
の
改
良
工
事
に
伴
う
測

量
費
、
用
地
費
等
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

大
谷
自
然
公
園
入
口
か

ら
公
園
ま
で
は
２
キ
ロ
ほ
ど

Ｑ A Ｑ A Ｑ

あ
り
、
そ
の
途
中
に
ゴ
ミ
が

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
。

情
報
が
入
り
し
だ
い
現

場
確
認
を
行
い
、
収
集
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
所
管
課

で
あ
る
社
会
教
育
課
と
対
策

を
考
え
ま
す
。

住
宅
管
理
費
の
工
事
費

追
加
の
中
身
は
。

町
営
住
宅
の
雨
漏
り
の

修
理
、
屋
根
の
吹
き
替
え
費

用
、
隣
接
す
る
民
地
と
の
土

留
め
工
事
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

A Ｑ A

18
年
度
一
般
会
計

（
要
旨
）
ア
メ
リ
カ
政
府
が

日
本
と
同
等
の
安
全
対
策
を

実
施
し
な
い
限
り
、
日
本
政

府
が
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸

入
を
再
開
し
な
い
こ
と
。

陳
情
者

新
日
本
婦
人
の
会

直
方
支
部
長

田
代
　
直
世

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣小

泉
純
一
郎

外
務
大
臣

麻
生
　
太
郎

農
林
水
産
大
臣中

川
　
昭
一

（
要
旨
）
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉

の
輸
入
が
再
開
さ
れ
た
場
合

で
も
、
日
本
と
同
等
の
Ｂ
Ｓ

Ｅ
安
全
対
策
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
限
り
、
学
校
及
び
保

育
所
の
給
食
の
食
材
に
は
使

用
し
な
い
こ
と
。

陳
情
者

新
日
本
婦
人
の
会

直
方
支
部
長

田
代
　
直
世

提
出
先

鞍
手
町
長

柴
田
　
好
輝

鞍
手
町
教
育
長郡

司
島
定
典

○
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸

入
再
開
を
し
な
い
よ
う
、

国
に
対
し
て
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

○
学
校
給
食
に
ア
メ
リ
カ

産
牛
肉
を
使
用
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
陳
情

室木小学校の1年から6年合同の誕生給食

不法投棄された現場


